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る観光地に変貌した。現在は、外国人人口に
占めるネパール人やミャンマー人等の割合が
増え、より多文化的状況を呈しているが５）、
韓国人による商業活動は現在でも中核的存在
である。一方、かつての大久保地区は、通常
の商店街と住居地域を抱える、日本人中心の
街であった。従って、「コリアタウン」化は、
地域の日本人住民や商店主にとっては、青天
の霹靂とでも呼ぶべき急激な変化であった。
韓国人等の外国人居住者が増加し、外国人に
よる商業活動が活発化したということは、日
本人社会が高齢化し、日本人による商業活動
が衰退したということでもある６）。従って、
外国人の更なる増加が見込まれ、彼らとの共
存が不可避と考えられる今日、大久保地区の
ような地域において、日本人住民の意識や外
国人に対する眼差しを調査し、検討すること
は重要である。
　こうした調査は、地方自治体への政策提言
として行われる場合が多いが、本稿は、「誤解」
と「偏見」の問題をテーマに、学校現場にお
ける人権教育等への活用も考慮したものであ
る。調査は、地域の日本人住民や商店主の意
はじめに
　アメリカの社会心理学者ゴードン・オル
ポートは、偏見（prejudice）を「ある集団
に属しているある人が、たんにその集団に所
属しているからとか、それゆえにまた、その
集団のもっている嫌な特質をもっていると思
われるとかという理由だけで、その人に対し
て向けられる嫌悪の態度、ないしは敵意ある
態度」と定義している１）。もし、個人が、自
らの認識を覆す新たな情報や証拠に接して認
識を修正することが出来る場合、それは誤解
（misconception）であり２）、それでもなお修
正がなされない場合、偏見であるとされる。
　本稿は、新宿区大久保地区において３）、
2013年３月から2015年２月にわたって筆者が
行った地域住民に対する聞き取り調査に基づ
いている。大久保地区は、人口の半数を外国
人が占め４）、特に2002年の日韓共催ワールド
カップと大韓民国の大衆文化の流入によって
起こった「韓流ブーム」によって、メディア
上「コリアタウン」と呼ばれる状況が現出し、
短期間に、地域外から多数の買い物客が訪れ
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１．事実問題
1-1　調査結果の概況
　表１と表２は、日常的な事柄について、調
査の全体的な結果をまとめたものである。住
民と事業者に分けたのは、両者の立場性の相
違が回答に反映されていると考えられるから
である。例えば、一般住民は、騒音を否定的
に捉える傾向があるが、居住地が必ずしも大
久保地区にあるとは限らない事業者は、騒音
をそれほど深刻な問題とは受け止めていない。
また、住民の多くは、地域社会の高齢化や商
店街の変化による疎外感や利便性の喪失につ
いて語る一方、事業者は、商店街の変質等に
伴う経済問題についての言及が多い。
1-2　事実としてのゴミ・衛生問題
　日常的な事柄でも、ゴミ・衛生問題は、日
本人住民が持つ不満のトップに挙げられる９）。
新宿区では、タバコの吸い殻の路上投げ捨て
識の把握から始め、得られた情報にもとづき、
行政資料の閲覧、行政関係者及び外国人事業
者への聞き取りなどを行い、情報の真偽の判
定を行い、最後に、外国人に対する偏見とし
て定着していると思われる事例を検討する。
本稿は、事前の約束なしのオープンな聞き取
りによって得られた情報に基づくもので、調
査票は用いず、その場における口述筆記とい
う形をとった。調査対象は、100名（一般住
民59名、事業主41名）である。
　大久保地区についての先行研究は多数存在
するが、ニューカマー韓国人や外国人住民に
焦点を当てたものが多い。日本人住民の心理
や意識を扱ったものとしては、行政による『新
宿区における外国籍住民との共生に関する調
査報告書』（2004）と『新宿区多文化共生実
態調査報告書』（2008、2015）が存在し、学
術研究としては、奥田道大・田嶋淳子による
『新宿のアジア系外国人－社会学的実態報告』
（1993）が先駆的業績である。しかし、これ
らのいずれも社会学的な現状報告としての側
面が強く、住民の意識や心理を、誤解や偏見
等の概念を用いて考察したものではない。ま
た、外国人に対する誤解や偏見の発生原因を、
外国人店舗の営業実態との関連で論じた部分
は、本稿の独自性のひとつである。
　なお、本稿は、オルポートが『偏見の心理』
で展開した定義と分類に依拠している。同書
は、今日使用されなくなった概念等も含むが７）、
偏見の概念規定を、様々な事例を用いて綿密
に行っており、イギリスの社会学者エリス・
キャシュモアが述べるように、差別や偏見の
原因と解決策を論じる上で、今もって無視で
きない基本的文献と考えられる８）。
表１　言及事項〈住民〉Ｎ＝159
表２　言及事項〈事業者〉N＝95
人間関係 23％（37）
ゴミ・衛生 20％（32）
騒音 19％（30）
混雑 12％（19）
不動産 6％（9）
防災・治安 6％（9）
税金 3％（5）
行政 3％（5）
その他マナー 8％（13）
経済効果 28％（27）
人間関係 22％（21）
ゴミ・衛生 20％（19）
混雑 16％（15）
騒音 9％（8）
防災・治安 2％（2）
行政 1％（1）
その他マナー 2％（2）
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のルールを守れない日本人も多く、環境悪化
を専ら外国人の責任だとすることは誤りであ
る12）。行為主体が不明であることに言及する
住民もおり（表3-5、表3-12、表3-17、表3-22）、
表3-24にもあるように、むしろ日本人側の問
題を指摘する住民の声も存在する。
　なお、清掃車によって巡回回収されるゴミ
は、あくまで一般住民のものであって、事業
者の場合は、廃棄物処理法第３条の規定によ
り、いかなる量であっても、事業者の責任に
おいて処理することが義務付けられている13）。
東京都では、50kg未満の廃棄物に関しては、
事業者のものも、家庭ごみと同様の扱いで収
集されるが、その場合、袋の上に有料のシー
ルを貼る必要がある。経費を抑える意図で、
シールをごまかす事業者が存在するが、この
行為は、外国人に多いというわけではなく、
日本人にも多くみられる14）。
　ゴミの路上散乱は、大久保地区が「コリア
タウン」化して、多数の観光客や買い物客が
流入した結果、必然的に起こった問題である。
しかし、問題を起こす主体は、観光客や買い
物客であり、それらのほとんどが日本人であ
る（表3-10、表3-18、表3-20、表3-21）。また、
この認識は、事業主にも共有されている（表
4-3、表4-17、表4-18、表4-19）。大久保地区は、
元来観光地として開発されたわけではなく、
観光客用のゴミ箱やトイレの類も存在してい
ない。従って、紙製の包装紙や容器の路上放
置が景観や衛生上の問題を引き起こしたので
ある。しかし、各店舗が、問題解決のための
努力をしたことは、住民の発言からも伺い知
れる（表3-10、表3-21、表3-24）。しかし、商
店街の収容能力を超える買い物客が流入し、
対応しきれなかった事実は否めない。このこ
とは、通常の住居地域と商業地域を抱える大
は条例によって禁止されており、喫煙自体も、
指定されたエリア以外では禁止されている10）。
表3-8と表3-14に「日本人はそんなことをし
ない」という発言が見られるが、これらは、
それぞれ、ゴミ出しのマナーとタバコの吸い
殻の投げ捨てのことを指している。筆者自身、
韓国人と思われる若い店員数名が仕事の合間
に路地で喫煙しているのを目撃している（表
3-16の注記）。従って、住民の不満には一定
の根拠がある。しかし、日本人住民が、専ら
韓国人が路上喫煙をし、吸殻を路上に捨てて
いるという印象を持っているならば、それは
大久保地区で韓国人による事業が活発に行わ
れ、昼間人口中、韓国人が占める割合が他地
域よりも多いという地域特性と統計上の理由
によるものである。住民の不利益や迷惑が事
実として存在し、路上喫煙の禁止が、公共の
福祉を根拠に定められている以上、事業者に
よる従業員教育や自治体による情報周知が行
われるべきは当然だが、それでもなお、行為
の原因を、特定の民族集団の性質に求めるこ
とを回避するための努力は、日本人側にも求
められる。
　定住性の低い留学生等のゴミの分別意識は
確かに低い傾向があり、定着にも時間がかか
ると言える。特に、東南アジアからの学生は、
他の地域からの学生と就学のサイクルが合わ
ず、集合住宅の所有者や管理者が情報周知に
困難を感じる理由のひとつとなっている11）。
よって、学生を中心に、外国人住民がゴミ収
集のルールを守れないケースがあるのは事実
である。しかし、日本とは全く異なる廃棄物
処理のルールや習慣を持つ外国からの移住者
が、日本の分別収集のルールに直ちに適応で
きないのは当然でもあり、情報の浸透に時間
がかかるのはやむを得ない。また、分別収集
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国からの施工改装業者がやるために、収益が
地域社会に還元されないという日本人事業者
の意見が見られる（表5-20）。結論から言えば、
これは事実ではない。韓国系店舗の出店が
ピークを迎えていた2013年は、細街路を中心
に、店舗の新築や外装・内装等の改修工事が
頻繁に行われており、通りを歩くと、韓国語
久保地区のような場所で商業活動が拡大し、
地域外から多くの人を呼び込むようになった
場合の課題のひとつといえる。
２．誤解の問題
2-1　店舗の改築や改装にまつわる誤解
　店舗を新築したり、改装したりする際、本
表３
ゴミ・衛生についての回答例（住民） 性別/年齢
１
外国人かどうかはわからないが、粗大ごみが自分の家の前に置かれていて、清掃局に頼んだら、
家の前にあるのならあなたのものだと言われ、払わされた。そういうことは良くおこると聞い
ている。
男性/20代
２ 前の管理人の指導により改善されたが、管理人が変わったので、どうなるかは不明。 女性/70代
３
後ろの韓国のマンションについては、ゴミの出し方を、高齢の隠居さんがいて、「ああだ、こう
だ」と教えていた。
女性/70代
４ 韓国人かどうかはわからないが、ゴミの出し方をしらない。 女性/70代
５
通りの店舗がゴミを出すので、ハエ、ネズミが多くなり、衛生面で問題を感じる。外国人に限
らず、若い人はゴミだしの日以外にゴミを出す。 
女性/20代
６ ゴミ出しマナーが悪くて迷惑している。 夫婦/50代
７ 学生も住民もゴミの出し方が良くない。 夫婦/70代
８ 韓国人の学生もこのあたりに住んでいるが、ゴミマナーはダメ。日本人はそんなことをしない。 男性/50代
９ ゴミ出しは良くなった。 男性/70代
10
客がゴミを落とす（ホットック、トッポッキ等）。しかし、屋台をやること自体責められるべき
ものではないし、店単位で努力していることは伺える。
男性/50代
11
イケメン通りとか適当に商売して、ゴミ散らかし。私たちが出て行って掃除している。なんで
私たちがやらないといけないのか。
女性/50代
12
西大久保公園のゴミが酷い。煙草の吸殻を捨てたり、犬の小便などの問題がある。外国人かど
うかは分からない。
兄弟/50代
13 ゴミが大変。朝、イケメン通りにゴミが落ちているので、毎朝30分かけて掃除する。 女性/70代
14 煙草の吸殻を捨てる。日本人はそういうことをしない。 女性/70代
15
客が物を植え込みに捨てていくは、排水口のところに石灰のようなものが捨ててある。以前ド
ンキホーテのところにあった教会が移る際、うちに間借りしたが、人を呼んで食事会をやると、
キムチの臭いがすごくて困った。
男性/70代
16
煙草のポイ捨て等、マナーを守らない人がいる。※実際、たむろして煙草を吸い、吸殻を捨て
る韓国人従業員の姿が、パチンコ屋あたりでみられた。
夫婦/30代
17
ゴミをそのあたりにおいていく。もちろん、韓国人なのか、日本人なのか、中国人なのか、だ
れなのかはわからない。
女性/70代
18 観光客のマナーが悪い。割り箸等が投げ捨ててある。 女性/20代
19 ゴミを出してあるので、カラスがたかる。 女性/50代
20 人通りが多く、外部から来る買い物客がゴミを落としていく。 女性/70代
21
自分のゴミを平気で隣に掃きかける。遅くまで営業する店があるから、客が嘔吐したりする。Ｏ
店とかＡ店は、「うちのお客さんだから」と、丁寧に掃除をしてくれたり、気を使う店もある。
女性/50代
22
道端で白菜を切ってその後の野菜くずを片付けないとか、店のテーブルを外に出したりとかは
ダメ。店の客引きがくわえタバコでやっていて、隠す素振りもない。「最低」と店員にいったこ
とがある。毎朝６時30分に家の周りを掃除するが、吸殻がすごい。注意したら逆切れされたこ
とも。しかし、何人かはわからない。
男性/60代
23 以前はゴミの散乱も多かったが、良くなった。でも全体として品格がない。 男性/60代
24
イケメン通りの店だって、各店舗ちゃんとやってる。自分の店の前が汚いのは誰だって嫌だろ
う。ダメなのは、日本人ホストのほう。歌舞伎町あたりで働いている日本人なんて全然ダメで、
ゴミはほったらかし。
男性/60代
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が荒かったりして、日本の業者・韓国の業者
というより、相性の問題で、使い分けたりす
る」と述べている16）。また、他の韓国人事業
主は、当初は韓国で大工の経験のある商店主
が自ら内装等をやった可能性はあるとしなが
らも、「日本の法律もあり、トラブルもおこる
し、安いだけではだめ。少しでも安くするた
め、法律をよく知っている日本の会社と協力
してやる。電気なら東京電力、ガスなら東京
ガスに連絡が必要だから、そういうところは
日本の法律をよく知っている日本の業者に任
せる」とし、現場での円滑なコミュニケーショ
ンをはかるため、実際の工事にはニューカ
マーの韓国人があたるケースが多いと述べて
いる17）。従って、韓国の事業主が、本国から
で意思疎通をはかる作業員の姿が目にとまり、
彼らが本国からの人員であるかのように見え
る状況が展開していた。しかしながら、彼ら
は日本の業者から派遣された作業員である15）。
作業の対象が日本の店舗である以上、建築基
準法をはじめとした日本の法令に準拠した建
築物でなくてはならず、配線から下水道処理
にいたるまで、日本の基準に合わせなくては
ならないのであるから、施工改装業者を海外
から連れてくる合理性はなく、経済的にも時
間的にも非効率である。
　ある韓国人事業主は、「最初見積もりをして
もらうが、日本人の業者だと見積もりが高
かったり、メンテナンス料が高かったりする
ので、韓国の業者を使うと、今度は、仕上げ
表４
ゴミ・衛生についての回答例（事業者）
１ ゴミ出しのルールを守らない。注意するとそのことで暴言をはくやつがいる。こっちのルールを無視して我
が物顔だ。
２ 自分の店の前にゴミをポンとおいていく。（注：実際店の前にゴミが置いてあったが、外国人によるものかど
うかは不明）。揚げ物をしたあと、油をそのまま流しに捨てるので、清掃が大変。
３ ゴミ出しはいくらいってもだめねえ。段ボール箱を重ねておいてねといっても、改善されない。食べカスや
ゴミなど、訪れる人の意識が低い。
４ ゴミは問題あり。注意書きがあるのだが、なかなか守れないようだ。
５ 出すべきところじゃないところにゴミを出す。キムチなど放置され、臭いし、ハエがたかる。
６ ゴミ出しのルールが守れない。英中韓で注意書きが書いてあるが、あまり効き目なし。
７ ゴミとか、清掃とか、区役所指導の防災訓練とかなかなか言葉が通じなくて大変。
８ 韓国のニューカマーはゴミの出し方が滅茶苦茶で迷惑。ゴミの分別をしないし、ゴミ箱にふたをしない。積
み上げてそのままなんてことも。
９ ゴミも年末は、12月28日が取集の最後の日で、１月４日まで取りに来ないことを徹底して教えているはずなの
に、守られていない。
10 ゴミが放置してあったりする。恐らく、それは日本人ではないと思う。
11 自分の店の近くの韓国料理屋が倉庫を肉の保管所にしている。保健所に来てもらってもウソをつく。牛の足
を車から出して切っていたのを目撃。ゴミ出しもダメ。顔を帽子で隠す。セキュリティカメラに映らないよ
うにするため。お滝橋通りに、犬の首が百匹捨ててあった。
12 家電製品を不法投棄して、そのまま逃げるようにいなくなる人も多い。そういうことがあると、また韓国人
かと偏見の目でみてしまう。
13 ゴミの問題はあるけど、たいしたことではない。
14 中心から離れているので、問題を感じない。
15 ゴミ出しは、まあよくなった。町内会や商店街組合で道路掃除やるし、韓国の人たちも出てきてやる。
16 清掃局も指導したから、そのあたりは良いんじゃないかな。
17 食べ歩きの街ではなかったのに、客が食べ歩き、ゴミを散らかしていくので、店の前で食べるように徹底し
てほしい。
18 通行人や買い物客のマナーが悪い。ゴミなど捨て放題。ゴミだしの問題はある。
19 店の前にゴミはほったらかすは、ペットボトルは置いていくは、客のマナーが悪すぎる。
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系統の問題である。もちろん、食材を「すべ
て」本国から取り寄せているというようなこ
とは事実ではなく、日本産のものも使用され
ているが、エスニック・ビジネスを営む者が、
日本では入手困難な食材や食器類を本国から
調達することがあっても、それは当然といえ
施工改装業者を呼び寄せて作業にあたらせて
いるというのは誤解であり、事実を周知する
ことによって、誤解は解ける可能性がある。
　「物資を全部韓国から調達して、それを売
りさばく」（表5-10）や「食器も本国から持
参している場合が多い」（表5-16）なども同
表５
経済効果に関する回答例（事業者）
１ うちは○○○だから、韓国系も飲食店が多くて、住み分けができていて、活気づいて人の数も多いから、い
ないよりはマシだと考える。
２ 街全体がさびれていくよりは、活気づいていて、それは良いと思う。
３ 人が来るのは活気づいて良いと思う。経済効果はあると思う。みんなそう思っているのではないですかね。
４ 経済的には活気があるし、韓国は横のつながりがあるから、ある店がオープンすると、親戚一同お祝いにな
って〇を注文してくれる。
５ 外国人の客も多いので、まあ人がいないよりはよく、経済効果はある。
６ 多少あり。観光客が帰りに買って行ってくれたりする。
７ 韓流関連の○○がよく売れ、今は売り上げのほとんどがそれ。
８ 韓流の街なので、韓流を戦略的に位置付けて、取り込みを図っている。我々は商売している人間だし、ビジ
ネスだから。商店街としては、個々の店としては、色々考え方は違うかもしれないが。
９ 韓国の店専門。韓国の飲食店が顧客。だから、今の状況はありがたい。
10 地域社会に還元されない。物資を全部韓国から調達して、それを売りさばく。賑やかなのは良いから、彼ら
がいなくなったら良いかというとそんなことはないが、彼らから歩み寄ってほしい。
11 人通りが増えたのは、閑散とするよりは良いが、昔の住人によく利用してもらっていたので、最近は高齢者
が転居するなど、地元住人の利用が減り、賑わいによる経済効果は、それほどない。
12 地元の人を相手に商売しているので、住人が外国人であろうが、日本人であろうが、人がいれば仕事はある。
特別、増えたということはない。
13 経済効果は一長一短。３月８日から27日までの○○発注のうち８割が銀行口座を開設しようとする外国人か、
記念で○○を買っていく観光客。外国人客は、韓国人、中国人、東南アジアだが、日本人のように○○は作
らないので、注文単価が下がった。景気の悪い中、人が来るということは良いと思う。
14 韓国の店が増えたことによる恩恵はないが、うちは○○○○屋だから、どうということはない。
15 顧客は今も日本人で、観光客収入が増えたってわけじゃない。この通りに○○○はうちだけしかないから。
16 韓流ブームでの経済的影響はなし。離れているので、ブーム感もないし、観光地化していないから、影響は
ない。顧客は日本と、韓国資本の飲食店。小売りのものよりも店の需要が大きい。日本の店舗の顧客は半分
くらいが先代からの付き合い。韓国の店は、食器も本国から持参している場合が多い。
17 韓流ブームのメリットはないが、共存できていると思う。
18 地元住民相手の商売なんで、経済的恩恵は数字的にはほとんどないと思う。
19 昔の街が良いとは思うけど、自分にはどうしようもできない。
20 韓国の人は、母国から業者を連れてきて全部やるから、地元の業者は高いし利用しない。
21 地域住民が減り、利用客は３割減。韓国人は、自分たちのクリーニング屋に出してしまうので、地域社会に
は利益が還元されない。
22 人が増えたことによる経済効果はない。昔使用してくれた日本人はいなくなっちゃったし、外国の店が発注
してくれるわけじゃなし。
23 オールドカマーの人は来てくれたが、ニューカマーは来てくれない。韓流ブームの経済的メリットはない。
今は忙しくない。アベノミクスになってから余計悪い。今の若い人はお金がないので、メーカーものの○○
○は買えない。安いものを買って困るとうちに持ち込むが、技術が低いものばかり。時々見に来てくれる人
もいるが、お金がないので買えないようだ。昔はパーツとか、何らかのものが必ず売れたのだが。
24 経済効果は何もない。駅の近くの店は流行っているようだけど。ただ、通りかかる人がいるおかげで売れるこ
ともあるから、全部ダメとは言わない。でも、日本人が界隈から減ったから、顧客層が薄くなったとは思う。
25 日本人の住宅が減っているので、恩恵は感じない。外国人がたまにくる。周囲には外国の学生とかがたくさ
ん住んでいるけど、彼らが客としてくるわけじゃない。全体としては客が減って、経済的に恩恵があるとは
言えない。
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は食品衛生法であり、その下に各自治体の条
例がある18）。もちろん、無許可営業が皆無と
いうわけではない。その場合、法律の存在を
知らずに始めてしまうケースや、店舗の増築・
増設等の際に、新たに営業許可を取得するこ
とを怠ってしまうなどのケースが考えられる
が、これは格別外国人に固有の行為とはいえ
ない19）。結論として、外国人の店舗が無許可
営業をしているというのは誤解であり、これ
も正確な情報の提供により、無用な偏見の形
成やトラブルの発生を防止することが可能と
考えられる。
　しかし、営業許可についてより注意すべき
なのは、以下のような事例である。
●　「定着してやっていこうという意思がな
いから、金だけ儲けて帰ればよいと思っ
ている。一年やそこらで、商売畳んで帰
る。なにより、経営者が外国人であっても、
事業所が日本に所在している限り、それは、
日本の法令によって規定され、日本の自治体
から営業許可を得て、日本人を主たる顧客と
し、日本の税務署に納税する日本の事業体で
ある。
2-2　飲食店営業許可に関する誤解と物件の
転貸・転売の問題
　地域で美容院を経営している日本人自営業
者が、「私たちは、保健所に営業許可を取って
やっとのことで商売を始めたが、彼らは許可
もとらないでやっている」（表6-5）という発
言をしているが、これは誤解である。飲食店
であれ、美容室や理髪店であれ、外国人が営
業許可を取得したうえで、正規に営業してい
ることは、業種ごとの営業許可一覧をみれば
明らかである。飲食店営業を規定する大法規
表６
外国人店舗についての回答例（事業者）
１ 定着してやっていこうという意思がないから、金だけ儲けて帰ればよいと思っている。一年やそこらで、商
売畳んで帰る。
２ ルールについては、注意をすると、一度は改善するが、短期間で経営者が変わり、従業員も回転するので、
意思が引き継がれずご破算になる。町内会のお祭りなどでも、日本人の商店は、習慣として、店主が出てき
てイベント運営をやるが、彼らは、業者に頼んだりアルバイトをよこしたりする。違いは違いで、こちらも
受け入れないといけない部分もあるでしょうし、共存するには、お互いの努力も必要だけど、やっぱり新参
者で外国から来ているのだから、向うのほうから歩み寄ってくるのが筋じゃないかな。なんだか、圧倒して
いるから、我が物顔みたいなところがある。
３ 買い物客に注意することもあるし、隣の店に注意することもあるが、改善が見られない。
４ 経営者が入れ替わるので、話が通じない。
５ 私たちは、保健所に営業許可を取ってやっとのことで商売を始めたが、彼らは許可もとらないでやっている。
許せない。韓国人は客として歓迎しない。彼らは代金を値切る。
６ 昔からの人は、韓流に迷惑がっているし、歓迎している人は少ないのでは。
７ 韓国人とはビジネス以外の付き合いはない。あいさつ程度。韓国料理屋に行くことはあるが、横の繋がりが
あるので、他の店に行ったことが得意先にばれると申し訳ないので、遠いところに行く。
８ これは１年や２年でなんとかなるもんじゃなくて、10年はかかるよ。物事が落ち着いてくるまでは。実際、住
んだり商売したりする人の気持ちがあるからね。そもそも、ここは日本人の街だからね。喧嘩しないまでも、
なんとかやれるところは折り合いつけてやっていかないといけないところもあるわな、向うも必死だから。
９ 飲食店のほうは、色々問題も多いんでしょうけど、色々な顔があるのは良いことだから、みんなでやってい
けばよい。
10 韓国の店と十分コミュニケーションがあるとは思えないが、韓国の店もたくさん組合に入ってきているし、
日本で商売するうえで、地域社会でやっているという意思は見える。韓国には商店街組合というものが一般
的ではないらしく、組合のことを話すと、彼らは「加入することによるメリットは何か」と必ず聞いてくる。
11 街の様子は変わり、人通りも変わったが、良し悪しはわからない。共存共栄でやっていきたい。
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可を取得している。途中で廃業することがな
ければ、この許可は2013年３月31日まで継続
するが、７年経過して、なお営業を続ける場
合は、免許を更新し、それは2013年４月１日
から向こう７年間有効となる。しかし、2008
年３月５日に、この店舗は、経営者が事業者
Ｂに変わり、これが、翌年の2009年４月28日
に、さらに事業者Ｃに変わっている。つまり、
事業者Ａが経営者であった期間は、2006年３
月28日から2008年３月４日までのおよそ２年
である。事業主Ｂの場合はさらに短く、約１
年である。事業者Ａも事業者Ｂも免許有効期
間の満了を待たず、経営者は2009年４月28日
に事業者Ｃに変わったのである。この店舗の
場合、３年の間に経営者が２度入れ替わって
いることになるのだが、その間、屋号は変わ
らず、経営者が入れ替わっていることは、外
見からは判断できない。2014年の営業許可一
覧によれば、このように短期間で経営主体が
替わっているケースが23件数えられ、屋号か
ら判断すれば、それらは韓国人の経営する店
舗であると思われる。日本人が韓国人事業者
に対して持つ、「ルールが定着しない」や「意
る」（表6-1）
●　「ルールについては、注意をすると、一
度は改善するが、短期間で経営者が変わ
り、従業員も回転するので、意思が引き
継がれずご破算になる」（表6-2）
●　「隣の店に注意することもあるが、改善
が見られない」（表6-3）
●　「経営者が入れ替わるので、話が通じな
い」（表6-4）
　「金だけ儲けて帰ればよいと思っている」
は住民の主観でしかないが、下線部で示した、
「経営者が入れ替わる」というのは事実であ
る。そこで、この問題が発生する原因を具体
的に明らかにしておきたい。
　新宿区保健衛生課の「2014年度飲食店営業
許可一覧」によれば、屋号と経営者から判断
する限り、大久保地区の韓国人経営によると
思われる店舗は409件である20）。表７は、そ
うした店舗のうち、一軒の営業許可の更新経
過を、営業許可一覧に基づき表にしたもので
ある。営業許可の有効期間は７年である。事
業者Ａは、2006年３月28日に飲食店営業の許
表７
①ソウル食堂　
②有限会社武市　③取締役武市一成（事業者Ａ）
④百人町１丁目１番１号 新大久保サンシャインビル202
⑤新保衛食第4623号　⑥新規　⑦飲食店営業　⑧2006年３月28日 ‐ 2013年３月31日
①ソウル食堂
②株式会社ソウル　③取締役李明博（事業者Ｂ）
④百人町１丁目１番１号　新大久保サンシャインビル2F
⑤新保衛食第3489号　⑥新規　⑦飲食店営業　⑧2008年年３月５日 ‐ 2015年３月31日
①ソウル食堂
②株式会社KYJ　③取締役金田浩一（事業者C）
④百人町１丁目１番１号　新大久保サンシャインビル202号
⑤新保衛食第181号　⑥新規　⑦飲食店営業　⑧2009年４月28日 ‐ 2016年４月30日
①屋号　②経営主体　③代表者名　④住所　⑤営業許可番号　⑥許可種別　⑦業態　⑧許可有効期間
①から⑤まではすべて架空の情報に入れかえてある。元号はすべて西暦表示とした。
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としてあげる。客一人当たりの購買力の低下
や、ブームによる土地や人件費の高騰により
収益が上がらず、店舗の賃借権を第三者に譲
渡したり、賃借物を転貸したりするケースが
あるというのだ22）。また、大久保地区の日本
の店舗のほとんどが、経営主体が明確な老舗
やチェーン店だからという理由もある。「非
親族的家成員」が経営に参入する余地のない、
内に閉じた近代家族を経営単位とする日本の
零細自営業者の特質がこの現象に表れている
ともいえるだろう23）。
　法的に見た場合、このような賃借権の譲渡
や賃借物の転貸は、賃貸人の承諾があり、そ
れが契約書に明記してあれば違法ではないが24）、
トラブルを避けるため、通常は賃貸人のほう
で認めない。しかし、賃貸人や不動産業者の
立場からは、空き店舗状態の継続は、収入の
減少を意味するため、賃借権の譲渡や賃借物
の転貸は、テナントのスムーズな交替を可能
にするものともいえ、双方の「暗黙の了解」
思が引き継がれず、ご破算になる」などの不
満の原因がここにあると考えられる。つまり、
ひとりの事業者が、住民の要望を聞き入れて
ルールを守ったとしても、別の事業者に経営
が移行し、それに伴い店員等も入れ替わり、
ルールが引き継がれないケースが事実として
存在すると考えられるのである。
　こうした例は、2017年10月の時点でも28件
認められ、それらのほとんど全てが外国人の
経営とみられる21）。ただ、2017年には、ネパー
ル人、ベトナム人、タイ人等の経営と思われ
る飲食店が28件中８件認められ、この問題は、
経営者の出身国如何に関わらず起こるものと
考えられる。短期間に経営者が入れ替わる例
は、2014年及び2017年の営業許可一覧から判
断する限り、少なくとも大久保地区の日本の
店舗には見られない。なぜこのケースが外国
人経営の店舗に多く、日本人店舗には見られ
ないのだろうか。長年飲食店を営むある韓国
人経営者は、「経営の苦しさ」を理由のひとつ
表８
不動産、税金、治安等についての回答例（住民） 性別/年代
１
韓国人はテナントの転売をする。儲ければよいという考え。中国人やバングラデシュの若者に
部屋を貸しているが、常識が通じない。光熱費の基本料金を理解せず。二人で住んでいて一人
帰国したら、家賃は半分でよいかという。
男性/80代
２ 管理は不動産屋に任せてあるので、トラブルが起こらないように、人を選んでもらっている。 男性/50代
３
短期で入居者が入れ替わり、光熱費が滞納。追跡できない場合もある。礼金の意味がわからず、
払おうとしない。敷金は払ってやる。そうしても入ってもらったほうが、ありがたいから入れ
る。管理は不動産屋にまかせてある。
男性/80代
４ 日本人でも最近は難しいのに、韓国人は日本で儲けて、建売に簡単に入ってくる。 女性/60代
５
〇〇の社長は〇〇〇〇が入っているビルを持っているが、韓国人のテナントに貸したら、化粧
品をオープンした。今はしまっているが、家賃だけは払い続けているという。何か怪しいこと
をしているとしか思えないんだけど、どうなのか。
女性/50代
６
賃貸のほうでは、日本人居住者が少なくなった今、外国人が入ってきてくれて、助かっている
部分はあるだろう。
男性/60代
７
税の優遇がある。外国人なら、最初の６か月は税金を取られない。６か月商売して、すぐ人に
渡して、いなくなっちゃう。不公平。
女性/60代
８ すべてを取ったら、税金も払わず帰国。 男性/80代
９ 新宿で、生活保護の不正受給をした韓国人がいた。 女性/50代
10 店長がコロコロ変わるのは、税金の関係だと思う。 女性/70代
11 違法営業（脱税）等で、摘発された店があると聞く。あくまで噂だけど。違法ＤＶＤとか。 女性/50代
12
韓国のお店は、どんどん人が変わるし、店も変わるから、ちゃんと税金とか払っているのか、
それはちょっと疑いがあるわね。
女性/60代
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型である。表9-9や表9-23に見られる発言は、
日本が朝鮮半島を植民地支配した歴史が、住
民の韓国人認識に影響を与えていると思われ
るケースである。いずれも、差別や排外主義
に直接つながるため、警戒が必要なものだが、
ここで考察するのは、歴史認識の問題ほど直
接的ではないが、多分に無自覚に保持されて
いると思われる本質観の事例である。以下に
それらを記す。
●　韓国のいい人もいっぱいいるから出て行
けとはいえない。（表9-1）
●　立派な韓国人もたくさんいるんだから、
できれば仲良くしたい。（表9-1）
●　いい人は、苦労して同化して、日本人と
変わらない。良い人もいるけど、根本的
に人間が違うから、溝を埋めるのは難し
いのではないか。（表9-5）
●　周囲には韓国や中国の人たちもいて、皆
そういう人たちは良い人で、大切にして
いる。（表9-11）
●　韓国だからどうだという考えはない。ひ
とそれぞれだから。いい人もいらっしゃ
るし。（表9-20）
●　昔からいるオールドカマーははいい。（表
9-23）
　これらは、オルポートが「かまえなおし」
（refencing）と呼ぶ偏見の事例である。オル
ポートは、「かまえなおし」を以下のように説
明している。
多くの矛盾した資料に直面した際でさえ、
予断をもち続けることを認めようとする
のが、ありきたりの心理的手法である。
それは例外を認めるという手法である。
によって、それらが行われることもありうる。
トラブルが発生したとしても、賃貸人が賃借
人に「暗黙の了解」を与えている限り、後者
は法的責任を問われない可能性がある。しか
し、現実問題として、訴える行為自体がなけ
れば、法的な問題にはならず、訴えたとして
も、司法がそれを違法と判断するかどうかは、
個別のケースによるものであり、あくまで当
事者間の問題と言うほかない。よって、これ
を、特定の民族集団に関連付けるのは、偏見
を煽る行為以外のなにものでもない。また、
事実として、大久保地区には、外国人が所有
する物件も少なくないため、トラブルが常に、
日本人対外国人の関係で発生するわけではな
い。しかしながら、これが「儲ければよいと
いう考え」（表8-1）などのように、外国人に
対する否定的感情や、納税についての疑念に
も 繋 がって い る た め（ 表8-7、 表8-10、 表
8-12）、当事者間の約束事が継続的に守られ
るような一定の仕組みを考える必要はあるだ
ろう。一方、物件の転貸や転売は外国人だけ
が行うものではなく、こうした問題を常に外
国人や特定の民族集団の性質に求めるような
考え方自体を改める努力が日本人にも求めら
れるのはいうまでもない。
３．偏見の問題
　以上は、事実ではあるが、問題の原因を正
しく理解していないために、住民の間に誤解
となって定着している事例である。しかし、
以下に考察するのは、最初から偏見として住
民の中に存在すると考えられる事例である。
「韓国人は偉そう」（表9-1）、「韓国人はずるい」
（表9-2）、「韓国人は元々攻撃的」（表9-23）な
どは、一定の性質が特定の民族集団に固有の
ものと考える、本質観（essentialism）の典
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表９
韓国人一般についての回答例（住民） 性別/年代
１
韓国のいい人もいっぱいいるから出て行けとはいえない。問題は若い人。女の子なんかナンパ
している。どうせ、本命は向うにいて、捨てられるのに。韓国人は偉そう。日本もお金が無く
なっちゃって、弱くなったからしょうがない。立派な韓国人もたくさんいるんだから、できれ
ば仲良くしたい。
女性/70代
２ 韓国人はずるい。 男性/80代
３ 色々あるが、こうなったのだから、なんとかやっていければよいと思う。 女性/70代
４ 偏見はない。一緒に学校に行った人もいる。だが、若い人には、ちょっと問題も感じる。 女性/70代
５
韓国人と日本人は違っていて、根本的に相いれない。自分の空間と他人の空間の区別がついて
いない。注意すると怒る。日本人は大人しいが、彼らは性格がきつい。いい人は、苦労して同
化して、日本人と変わらない。良い人もいるけど、根本的に人間が違うから、溝を埋めるのは
難しいのではないか。
女性/50代
６ 韓国人だからどうのこうのと気にならない。 男性/20代
７
向うの人は謝らない。日本人なら謝る。日本人はペットに愛情があるけれど、彼らは違う。出
ていけといったら、じゃあ、お前が出ていけとなる。
女性/50代
８ 韓国人に対する特別な感情や意識はない。 男性/30代
９
短大時代、韓国に滞在経験のある人から、韓国人は日本人を恨んでいるから、表面的には親し
そうでも、本心ではないと聞かされた。韓国や韓国人に特別な感情を持っているかと聞かれれ
ばそうだ。日本の加害責任を三代にわたって叩き込まれるので、末代まで浸透する。
女性/50代
10
戦前、親から糞尿の処理で日本人の家を周って歩く朝鮮人の話を聞いていて、朝鮮人を見下し
ているようなところはあった。
女性/70代
11
差別的に聞こえるかもしれないが、社会階層の問題で、飲食店で働いている人にマナーの悪い人
が多い。周囲には韓国や中国の人たちもいて、皆そういう人たちは良い人で、大切にしている。
女性/70代
12
生活態度は問題ない。トラブルになったことはないし、彼らもそういうことは気を付けている
と思う。
女性/60代
13
普段はあまり感じないが、生活空間を共有すると、マナーや考え方があまりにも違い、共存は
難しいと思う。自分は竹島の問題とか昔はよく知らなかったけれど、最近は「自分たちが先に
レーダーを作った」なんて、日本は竹島を奪われている。
女性/60代
14 別に、偏見はない。 女性/70代
15 特別な偏見とか感情とかはない。 女性/20代
16 格別、韓国人だからという意識はない。 女性/70代
17 韓国人や中国人に対しては、接点がないので、あまり印象がない。 女性/70代
18
外交のことは気にしない。竹島騒動の時、50代～70代の中高年の客が目に見えて激減したが、
若い人にはあまり影響がなかったと思う。
夫婦/60代
19 韓国人そのものから迷惑を被っているということはないし、特別偏見はない。 女性/60代
20 韓国だからどうだという考えはない。ひとそれぞれだから。いい人もいらっしゃるし。 夫婦/80代
21 韓国の人は常識がない。自転車はそのあたりに置き放題だし。やっぱり日本人とは違うのよね。 女性/60代
22
全体としてみたら、向うの人は、やっぱり違う。国民性が異なる、日本人とは違う。テナント
の半分以上は欧米人で、韓国人は一人もいない。欧米人は問題ない。
女性/50代
23
（夫）昔からいるオールドカマーはいい。店のオーナーに言っても、下のバイトまで全然伝わら
ない。オーナーが韓国人だからだと思う。言うことを聞かない文化だし、嘘をつくのが中国人
と韓国人だから。韓国は所詮ミニ中華。36年の日帝時代に学校に行かせてやったのは日本人だ。
「何時までしか音楽をかけない」と約束してもかける。口先だけの信用できない国民性なのか。
（妻）こうなる前は、きらいじゃなかったが、今は韓国人が一番嫌い。共存はできない。韓国人
は元々攻撃的。店の中でも喧嘩の時にすぐ刃物を出すとか、ビール瓶で人を殴ると聞いている。
夫婦/50代
24
韓国人に対する偏見はない。ただ、５年間イタリアにいたので、自分も郷に入れば郷に従えだと
思っている。ここは韓国の人たちにとっては外国なので、自分たちの生活習慣を押し付けるの
はいかがなものかと思う。
男性/70代
25
韓国や中国に対する特別な思いはない。むしろ、うちは開明的なほうで、子供たちでさえ、日
本人より外国人の友人のほうが多いくらい。
女性/50代
26
たくさん人がくるが、外交的にもめているけれど、あの人たちは気にならないのか不思議だ。
ただ、諸外国の主要都市には、色々な人がいるのが普通なので、こちらがなれる必要があるの
かなとも思う。
男性/50代
27 自分も含め、家族が韓国や中国の悪口をいうことはない。 男性/10代
28 韓国人に対して、政治的なことで偏見はない。 夫婦/50代
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く」や「口先だけ」などの「見出し項目」が
使用されている事実から考えると、集団とし
ての韓国人や中国人に対する偏見は強固に維
持されている可能性が高い。
結論
　事実が背景にあっても、誤解であれば、行
政的な手続きによって、解消や低減が可能で
ある。しかし、歴史認識に由来する偏見や本
質観、「かまえなおし」の偏見等は、情報の周
知のみでは解決が困難であり、人権や歴史問
題などをテーマとした学習会等による教育啓
発活動が必須である。全体として、中高齢者
が韓国人に対して否定的な感情を示す一方、
若年層はそれほどでもなく、それは、「竹島騒
動の時、50代～70代の中高年の客が目に見え
て激減したが、若い人にはあまり影響がな
かったと思う」という夫婦の発言によっても
裏付けられる（表9-18）。もちろん、このこ
とは、若年層が政治や歴史をよく理解して、
ナショナリズムを相対化出来ていることを意
味せず、単に関心がないだけである可能性が
高いが、少なくとも、若年層は、教育によっ
て啓蒙啓発が出来る余地が大きいことを示し
ている。
　最後に、本研究の今後の課題について述べ
る。本稿の基礎になる調査が行われた2013年
３月から2015年２月の間、大久保地区では、
韓国人の商業活動が極めて活発であった。し
かし、それ以降、ネパール人やミャンマー人
の割合が増え、彼らによる商業活動も目立つ
ようになり、空き家の民泊施設への転用等の
新しい展開も見られ、それにより、旅行者等
の短期滞在者も増加し、日本人住民の意識に
も変化が見られる可能性があることから、継
続的な調査の必要性が生じている。また、東
「りっぱなニグロもいますがね。けれど
……」とか、「わたしの仲のよい友だちの
なかで何人かはユダヤ人ですよ。しかし
……」というように。これは敵意をいな
す手法である。［中略］つまり、反対資
料は認めないし、一般化の修正をするこ
とも許していない。むしろ、反対資料は
申しわけ的に認められるだけで、切り捨
てられてしまっている。25）
　オルポートが「見出し項目」（rubric）と
呼ぶ事柄があるが、これは、特定の集団を群
化して把握するために使用される象徴的な表
現のことである26）。例えば、「日本人は大人し
い」の「大人しい」という言葉は、「日本人」
の特徴を群化して表す「見出し項目」である。
このような「見出し項目」を用いて、特定の
民族集団の特徴を表す行為を、オルポートは
「最小努力の原理」（principle of least effort）
とも呼ぶ27）。人間は多様なものであり、自ら
と全く同じ性質を持った人間など一人も存在
しないが、特定の集団の特徴を語る場合に、
一定の「見出し項目」が頻繁に用いられると、
それがあたかもその集団の本質を表すもので
あるかのごとくに錯覚され、偏見となって固
定化して、「見出し項目」に当てはまらない個
人に出会っても、「例外」として処理され、集
団全体についての偏見はそのまま維持される
のが、「かまえなおし」の心理である。「良い
人もいるけど、根本的に人間が違う」（表
9-5）と言うが、「根本的に人間が違う」のな
らば、「良い人」さえいないはずであるが、矛
盾していることに気付かない。「昔からいる
オールドカマーはいい」（表9-23）の場合も、
「オールドカマー」は、恐らく「日本人」と
して認識されている可能性が高く、「嘘をつ
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害の防止に関する条例」、第二章第八条。http://
www.city.shinjuku.lg.jp/seikatsu/file11_01_00006.
html
11）新宿区新宿清掃事務所、2014年７月23日。
12）新宿区環境清掃部環境対策課、2014年８月15日。
13）同上。
14）新宿区歌舞伎町清掃センター、2014年８月16日。
15）語学学校経営者L.S.氏、2014年６月30日。
16）同上。
17）飲食店経営者H.G.氏、2014年８月11日。
18）東京都福祉保健局健康安全部食品監視課監修
『食品衛生関係法規集』一般財団法人東京都食品
衛生協会、2014年４月、P. 46-47。
19）新宿区保健衛生課食品監視第一係、2014年６月
23日。
20）新宿区食品営業許可一覧、2014年４月。
21）新宿区食品営業許可一覧、2017年10月。
22）前掲、H.G.氏。
23）新雅史『商店街はなぜ滅びるのか－社会・政治・
経済史から探る再生の道』光文社新書、2012年、
P.181-183。
24）民法第六百十二条。
25）前掲、『偏見の心理』、P.21-22。「かまえなおし」
の潜在的危険性は、関東大震災時の朝鮮人虐殺に
おいて、警視庁が配布した「一部不逞鮮人ノ妄動
アリタルモ今ヤ厳重ナル警戒ニ依り其跡ヲ絶チ鮮
人ノ大部分ハ順良ニシテ」の文言が記されたビラ
が、結局朝鮮人全体に対する蔑視や警戒感にもと
づくものであったため、虐殺行為そのものを止め
る役割を全く果たさなかったことに表れている。
李珍珪編『関東大震災における朝鮮人虐殺の真相
と実態』朝鮮大学校、1963年、P.44。
26）同上、P.23。
27）同上、P.151。
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